
介護予防・日常生活支援総合事業 
第１号通所事業 重要事項説明書 

 

１ 事業所の概要 

  事業所名      笛吹市社会福祉協議会 石和通所介護事業所   

  所在地       笛吹市石和町下平井 578 

事業所指定番号   1971800055 号 

  管理者       鈴木 裕太 

連絡先       笛吹市社会福祉協議会 石和通所介護事業所   電話 055-230-5552 

  サービス提供地域  笛吹市 

 

２ 事業所の運営方針 

  当事業所は、要支援状態にある利用者の心身の特性を踏まえ、有する能力に応じて自立した日

常生活を営むことができるよう必要な日常生活の世話及び機能訓練を行うことにより、社会的孤

立感の解消及び心身機能の維持並びに家族の身体的及び精神的負担の軽減に努めるとともに、適

切な通所介護サービスの提供を行います。 

 

３ 営業日及び営業時間 

  営 業 日 月曜日から土曜日及び祝祭日 

           但し５月５日及び年末年始の１２月３１日～１月３日は除く。 

  営 業 時 間 午前８時３０分～午後５時３０分 

  サービス提供時間 午前９時１５分～午後４時３０分 

 

４ 事業所の職員体制等 

  管理者（介護職員兼務）      １名 

  生活相談員            １名以上 

  看護職員（機能訓練指導員兼務）  １名以上 

  介護職員             ３名以上 

 

５ 第１号通所事業の主な内容 

  送迎、健康状態の確認、食事、入浴、日常生活の援助、レクリエーション、個別機能訓練等を

行います。 

 

６ 利用料金 

  利用料金は、「基本部分と加算の合計の額」と「その他の費用」の合計額なります。 

  その他の費用の支払を含むサービスを提供する際には、事前に利用者又はご家族に対して必要

な資料を提示し、当該サービスの内容及び費用を説明した上で、利用者の同意を得ることとしま

す。また、併せて、その支払いに同意する旨の文書に署名を受けることとします。 

 

 

（１）基本部分と加算の額 

   基本部分は、要支援度に応じた利用者負担額で、介護保険の基本料金に「介護保険負担割合

証」に応じた額です。尚、介護保険料の滞納等が生じた場合は、厚生労働省の基準に従った負担

割合になります。 

 

  【基本料金】 

要支援度 利用の方法 
利用者負担額 

（１割の方） 

利用者負担額 

（２割の方） 

利用者負担額 

（３割の方） 

事業対象者・要支援１ 月単位 １，７９８円 ３，５９６円  ５，３９４円 

事業対象者・要支援１ 

※1月の中で全部で 4回まで 
回数   ４３６円   ８７２円 １，３０８円 

事業対象者・要支援 2 月単位 ３，６２１円 ７，２４２円 １０，８６３円 

事業対象者・要支援 2 

※1月の中で全部で 8回まで 
回数   ４４７円   ８９４円 １，３４１円 

 

  【加算（月額）】①サービス提供体制強化加算Ⅰ 

要支援度 １割の方 ２割の方 ３割の方 

要支援１   ８８円 １７６円 ２６４円 

要支援２ １７６円 ３５２円 ５２８円 

 

  【加算（月額）】②介護職員等処遇改善加算Ⅲ 

要支援度 １割の方 ２割の方 ３割の方 

事業対象者・要支援１・要支援２ 月の利用総単位に 8.0％を乗じた額 

 

【減算】送迎を行わなかった場合 

要支援度 １割の方 ２割の方 ３割の方 

事業対象者・要支援１・要支援２（片道） ４７円減算 ９４円減算 １４１円減算 

 

（２）その他の費用（次の利用料金は、利用者の負担となります） 

 ① 食費（おやつ代を含む） 

   １食あたり、７５０円 

 ② その他 

   上記のほか、通所介護の中で提供されるサービスのうち、日常生活においても通常必要とな

るものに係わる費用で、利用者が負担することが適当と認められる費用は実費とします。 

   尚、紙パンツ、おむつは、必要に応じて無料でお貸しいたしますのでお返しください。 



（３）利用料の支払方法 

   利用料金は１ヶ月毎に計算し、翌月 27 日に指定口座より振り替えさせていただきます。 

 

 

７ サービス利用に関する留意事項 

（１）利用者の都合により、利用予定日前に利用中止又は変更が出来ます。この場合は、サービス

の実施日の前日までに申し出て下さい。 

（２）当日迎えに伺った時点で利用の中止の申し出をされた場合、取り消し料を頂くことが有りま

す。（キャンセル料金は、当日の自己負担相当額となります。） 

  但し、利用者の体調不良など正当な理由がある場合は、この限りではありません。 

（３）健康上の理由により、サービスの提供をお断りする場合があります。 

 ① 風邪、病気（感染症含む）の際は、サービスの提供をお断りすることが有ります。 

 ② 当日の健康チェックの結果、体調が悪いと思われるときは、サービスの内容の変更又は中止

することがあります。その場合、ご家族に連絡し、必要に応じて速やかに主治医等に連絡を取

るなど必要な措置を講じます。 

（４）サービスが中止した場合、同月内であればご希望の日に振り替えることが出来ます。ただし、

定員数分の予約が入っている日には振替できませんのでご了承ください。 

（５）看護職員の処置などで使用する薬剤（軟膏・床ずれの薬・水虫薬等）は、持参していただき

ます。また、医療的処置については、主治医からの指示を基本とし実施いたしますが、緊急時

や摘便、創傷等の処置に関しましては、看護師の判断で行なう場合があります。 

 

８ 虐待防止について 

利用者の人権の擁護、虐待の防止等のため必要な措置を次のとおりとします。 

（１） 虐待防止に関する責任者 管理者 鈴木 裕太 

（２） 虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果について職員に周

知徹底を図っています。 

（３） 虐待防止のための指針の整備を行っています。 

（４） 職員に対して、虐待を防止するための研修を定期的に行っています。 

（５） 笛吹市包括支援センター、警察等との虐待等における通報先との連携や協力に努めます。 

 

9 身体拘束について 

  事業者は、原則として利用者に対して身体拘束を行いません。ただし、自傷他害等のおそれが

ある場合など、利用者本人または他人の生命・身体に対して危険が及ぶことが考えられるときは、

利用者に対して説明し同意を得た上で、次に掲げることに留意して、必要最小限の範囲内で行う

ことがあります。その場合は、身体拘束を行った日時、理由及び態様等についての記録を行いま

す。また事業者として、身体拘束をなくしていくための取り組みを積極的に行います。 
（１） 緊急性･･････直ちに身体拘束を行わなければ、利用者本人または他人の生命・身体に危険

が及ぶことが考えられる場合に限ります。 
 

（２）非代替性････身体拘束以外に、利用者本人または他人の生命・身体に対して危険が及ぶこ

とを防止することができない場合に限ります。 
（３）一時性･･････利用者本人または他人の生命・身体に対して危険が及ぶことがなくなった場

合は、直ちに身体拘束を解きます。 
10 衛生管理等 
（１）指定通所介護施設、食器その他の設備又は飲用水について、衛生的な管理に努め、又は衛

生上必要な措置を講じます。 
（２）必要に応じて保健所の助言、指導を求めるとともに、常に密接な連携に努めます。 
（３）事業所において感染症が発生し、又はまん延しないように、次に掲げる措置を講じます。 

  ①事業所における感染症の予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員会をおおむね

６ヶ月に１回以上開催するとともに、その結果について、職員に周知徹底しています。 
②事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備しています。 
③職員に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に実施します。 

 
11 業務継続計画の策定等について 

（１）感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する指定通所介護の提供を継続的に実施

するための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（業務継続計画）を策定し、

当該業務継続計画に従って必要な措置を講じます。 

（２）職員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実

施します。 

（３）定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。 

 

12 暴言・暴力・ハラスメントについて 

  暴言・暴力・ハラスメントに対するために必要な措置を次のとおりとします。 

（１） ハラスメントに対する法人責任者 事務局長 小尾 恭一 

（２）暴言・暴力・ハラスメントに対し組織、地域で適切な対応を図ります。 

（３）職員に対する暴言・暴力・ハラスメントを防止し、啓発、普及するための研修を実施して

います。 

（４）暴言・暴力・ハラスメント行為が利用者やその家族から、その職員に対してあった場合に

は契約の解除だけでなく、法的な措置と共に損害賠償を求める事があります。 

 

13 苦情の受付について 

① 当事業所に対する苦情やご相談は以下の専用窓口で受け付けます。 

○苦情受付窓口  (担当者) 鈴木 裕太   

○受付時間   月曜日～土曜日(午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分) 

 ○電  話    055-230-5552  fax 055-230-5554 

② 行政機関その他の苦情受付機関は次のとおりです。 

   ○笛吹市 保健福祉部 介護保険課      電話：055-261-1903 

   ○山梨県国民健康保険団体連合会苦情担当窓口 電話：055-233-9201 



14 緊急時、事故発生時の対応 

  利用者に病状の急変など緊急の事態や事故が発生した場合は、速やかに主治医又は協力医療機

関に連絡し、必要な措置を講じます。なお、高齢者が日常生活でけが等を生じる状況につきまし

て、別紙（「高齢者の身体的特徴等により日常生活などでけが等がおきる状況」）をご参照いただ

き、ご理解とご協力をお願いいたします。 

  ①主治医：                                 連絡先                  

  ②協力医療機関：                           連絡先                  

  ③緊急連絡先：氏名                         連絡先                  

         氏名                         連絡先                  

15 損害賠償 

  サービスの提供にあたって、事業者の責めに帰すべき事由により利用者の生命・身体・財産に

損害を及ぼした場合には、その損害を賠償します。ただし、事業者に故意・過失がない場合には、

この限りではありません。 

 

16 第三者評価 

外部業者による第三者評価は実施していません。 

 

      令和  年  月  日  

 

介護予防・日常生活支援総合事業第１号通所事業の契約の締結に当たり、重要事項を説明

いたしました。 

 

事業者   所在地  笛吹市石和町下平井 578 

名 称  笛吹市社会福祉協議会 石和通所介護事業所 

                説明者    氏  名                              印 

 

サービス契約の締結に当たり重要事項の説明を受けました。 

 

利用者    住  所    

   氏  名                              印 

代理人    住  所 

    氏  名                              印 


